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◎全員賛成　▽賛成多数

可決された案件れ可決決されさ 案件た案れたされたれたされれ決されさされたれれ可決さ可決 た案れたたた案た案されれ
（要旨）（（要旨）要旨

可決された案件
（要旨）

◎
福
生
市
組
織
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

現
在
、
生
活
環
境
部
が

担
当
し
て
い
る
定
住
化
対

策
や
人
口
減
少
問
題
に
つ

い
て
の
所
管
を
、
平
成
25

年
４
月
か
ら
企
画
財
政
部

に
移
管
す
る
た
め
及
び
第

４
期
福
生
市
総
合
計
画
の

推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
主
権
改
革
に
対
応
す

べ
く
、
行
政
運
営
の
効
率

化
を
図
る
た
め
、
組
織
改

正
を
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
非
常
勤
の
特
別
職

の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

す
み
れ
保
育
園
の
民
営

化
に
伴
い
、
市
立
保
育
園

嘱
託
医
、
市
立
保
育
園
嘱

託
歯
科
医
及
び
市
立
保
育

園
保
育
士
嘱
託
員
の
報
酬

を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、

報
酬
が
時
間
額
に
よ
り
定

め
ら
れ
て
い
る
非
常
勤
の

特
別
職
の
職
員
の
区
分
を

一
部
統
合
し
、
一
般
事
務

に
従
事
す
る
嘱
託
員
の
区

分
を
設
定
す
る
た
め
に
改

正
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
税
賦
課
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
に
関
し
、
地
方
公
共

団
体
が
実
施
す
る
防
災
の

た
め
の
施
策
に
必
要
な
財

源
の
確
保
に
係
る
地
方
税

の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法

律
の
施
行
及
び
地
方
税
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
個

人
住
民
税
の
均
等
割
の
税

率
の
特
例
を
定
め
る
ほ
か
、

行
政
手
続
条
例
の
適
用
除

外
規
定
を
改
め
る
な
ど
、

関
係
規
定
の
整
備
を
行
う

た
め
に
改
正
す
る
も
の
。

▽
福
生
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

国
民
健
康
保
険
事
業
で

は
、
今
後
の
医
療
費
の
増

加
等
に
よ
り
さ
ら
に
厳
し

い
運
営
状
況
が
見
込
ま
れ
、

財
源
不
足
見
込
額
を
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
求

め
る
こ
と
が
大
変
難
し
い

た
め
、
国
民
健
康
保
険
税

の
基
礎
課
税
額
の
算
定
に

つ
い
て
、
資
産
割
額
及
び

世
帯
別
平
等
割
額
を
廃
止

す
る
と
と
も
に
、
基
礎
課

税
の
所
得
割
額
及
び
被
保

険
者
均
等
割
額
を
改
定
す

る
な
ど
、
必
要
な
規
定
を

整
備
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
保
育
所
条
例
を
廃

止
す
る
条
例

　

公
立
保
育
園
対
策
調
整

会
議
に
お
い
て
、
公
設
公

営
保
育
園
の
民
間
へ
の
移

管
を
段
階
的
に
進
め
る
方

向
性
が
打
ち
出
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
平
成
25
年
４

月
１
日
か
ら
市
立
最
後
の

す
み
れ
保
育
園
を
民
営
化

す
る
た
め
、
福
生
市
保
育

所
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
専
用
水
道
事
務
等

の
事
務
委
託
に
つ
い
て

　

地
域
主
権
推
進
一
括
法

に
よ
り
、
平
成
25
年
４
月

１
日
か
ら
東
京
都
よ
り
専

用
水
道
事
務
等
が
福
生
市

に
権
限
移
譲
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
が
、
そ
の
効
率
性

を
考
慮
し
、
東
京
都
へ
事

務
委
託
を
行
う
も
の
。

◎
平
成
24
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
で
は
、
国
有
提
供

施
設
等
所
在
市
町
村
助
成

交
付
金
等
の
確
定
及
び
国

庫
支
出
金
、
都
支
出
金
の

増
額
等
が
あ
り
、
歳
出
で

は
、
民
生
費
の
扶
助
費
の

増
額
及
び
下
水
道
事
業
会

計
繰
出
金
の
減
額
、
財
源

調
整
に
よ
る
予
備
費
の
増

額
等
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

歳
入
歳
出
予
算
を
補
正
す

る
必
要
が
生
じ
た
も
の
。

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
９
４
９
９
万
９

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
２
２
７
億
４
８
２
１
万

６
千
円
と
す
る
も
の
。

◎
平
成
24
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

平
成
24
年
第
２
回
定
例

会
に
お
い
て
、
議
会
の
同

意
を
得
た
熊
川
福
東
地
区

の
立
川
第
二
排
水
区
雨
水

幹
線
整
備
事
業
の
事
業
費

に
つ
い
て
、
歳
入
で
は
国

庫
補
助
金
１
億
５
２
４
万

２
千
円
の
減
額
等
が
あ
り
、

歳
出
で
は
下
水
道
整
備
費

２
億
１
２
３
２
万
７
千
円

の
減
額
等
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
歳
入
歳
出
予
算
を

補
正
す
る
必
要
が
生
じ
た

も
の
。
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
２
億
１

２
６
８
万
９
千
円
を
減
額

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
18
億
６
１

９
万
５
千
円
と
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て

宮
城
眞
一
氏
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
新
た
に
川
越

孝
洋
氏
を
教
育
委
員
会
委

員
に
任
命
す
る
こ
と
に
同

意
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
の
選
挙

　

議
会
で
井
上
武
氏
、
木

村
勝
代
氏
、
平
田
ヒ
ロ
子

氏
、
野
島
征
三
氏
の
４
名

を
福
生
市
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
と
し
て
選
挙
（
指

名
推
選
）
で
選
出
。

◎
福
生
市
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
補
充
員
の
選
挙

　

議
会
で
第
1
順
位
に
岩

﨑
澄
雄
氏
、
第
2
順
位
に

佐
藤
和
男
氏
、
第
3
順
位

に
小
野
澤
正
子
氏
、
第
4

順
位
に
原
紀
子
氏
を
福
生

市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

補
充
員
と
し
て
選
挙
（
指

名
推
選
）
で
選
出
。

◎
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
関
す
る
意
見
聴
取

に
つ
い
て

　

島
田
し
の
ぶ
氏
が
任
期

満
了
と
な
る
が
、
引
き
続

き
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、

同
氏
を
法
務
大
臣
に
推
薦

す
る
こ
と
に
意
義
の
な
い

旨
を
答
申
。

◎
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

特
別
委
員
会
中
間
報
告
に

つ
い
て

　

平
成
23
年
5
月
に
設
置

さ
れ
た
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
特
別
委
員
会
の
調

査
研
究
に
よ
り
、
市
へ
の

提
言
書
を
提
出
す
る
た
め
、

中
間
報
告
書
と
し
て
ま
と

め
た
も
の
。

　

最
も
緊
急
を
要
す
る
と

考
え
ら
れ
た
被
災
地
復
興

支
援
に
関
す
る
こ
と
か
ら

検
討
を
開
始
し
た
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
の
運
行

や
さ
ら
な
る
物
的
支
援
に

つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
検
討
し
た
結
果
、

現
段
階
で
は
特
に
被
災
地

復
興
支
援
に
つ
い
て
は
、

市
に
提
言
す
る
内
容
は
な

い
と
し
、
ま
た
、
東
京
都

の
地
域
防
災
計
画
見
直
し

で
示
さ
れ
た
立
川
断
層
帯

地
震
に
よ
る
震
度
７
を
想

定
し
た
対
策
も
含
め
検
討

す
る
中
で
、
大
地
震
に
よ

る
被
害
を
最
小
限
に
と
ど

め
、
復
興
を
着
実
に
進
め

る
に
は
地
域
ご
と
の
自
主

防
災
組
織
の
強
化
が
最
も

大
切
で
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。

　

自
助
、
共
助
、
公
助
の

三
つ
の
柱
ご
と
に
課
題
を

整
理
し
、
調
査
研
究
を
進

め
た
結
果
、「
新
た
な
視

点
で
の
福
生
市
地
域
防
災

計
画
の
見
直
し
」
で
は
10

項
目
16
施
策
を
、「
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
関

し
て
調
査
・
研
究
し
、
市

民
生
活
の
安
全
安
心
の
た

め
の
措
置
」
で
は
12
項
目

35
施
策
を
提
言
し
て
い
る
。

討
論

●
福
生
市
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

■
反
対

　

賦
課
方
式
を
４
区
分
か

ら
２
区
分
に
改
め
た
こ
と
に

よ
り
、所
得
割
で
も
均
等
割

で
も
大
幅
な
引
き
上
げ
と

な
っ
て
お
り
、国
保
税
の
軽

減
措
置
か
ら
ぎ
り
ぎ
り
外

れ
る
世
帯
に
は
引
き
上
げ

額
が
重
く
の
し
か
か
る
。市

民
の
厳
し
い
現
実
を
考
え
れ

ば
、む
し
ろ
一
般
会
計
の
繰

り
入
れ
を
増
や
し
て
値
下

げ
す
る
べ
き
で
あ
り
、反
対

す
る
。

■
賛
成

　

保
険
給
付
費
の
増
加
に

伴
う
赤
字
を
補
填
す
る
た

め
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
は
、26
市
で
も
指
折
り
の

　11月30日に平成24年第２回臨時会が開催され、議案１
件の審査を行い、原案のとおり可決しました。主な内容
は、次のとおりです。
◎福生市の一般職の職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例
　福生市の一般職の職員の給与体系は、東京都の給料表
と諸手当を基本としていることから、東京都の給与改定
に準じ、住居手当の月額及び給料表等を改定し、引き続
き東京都に準拠するとともに、公民較差の解消を図るた
めに、平成24年12月期の期末手当の支給割合を改定し、
平成24年12月１日を施行期日として本条例を改正するも
の。

多
さ
で
あ
り
、こ
れ
以
上
増

や
せ
な
い
。市
は
医
療
費
の

適
正
化
に
努
め
、現
年
度
課

税
の
収
納
率
向
上
に
力
を

注
い
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

国
保
財
政
健
全
化
の
観
点

か
ら
今
回
の
改
正
は
必
要
な

も
の
と
い
え
、賛
成
す
る
。

■
賛
成

　

歳
出
の
保
険
給
付
費
が

大
幅
な
伸
び
を
示
す
一
方
、

歳
入
の
保
険
税
収
の
伸
び
は

わ
ず
か
で
、国
保
の
事
業
運

営
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

今
回
、賦
課
方
式
を
２
方
式

に
統
一
す
る
こ
と
は
、国
保

事
業
の
広
域
化
を
見
据
え

た
も
の
で
あ
り
、切
り
か
え

は
妥
当
で
あ
る
。低
所
得
者

に
対
す
る
軽
減
措
置
も
継

続
し
て
行
っ
て
お
り
、賛
成

す
る
。

▲廃園となる現在の市立すみれ保育園

『臨時会が開催されました』


